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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・設備投資をして売上増につなげようとする意識が出
てきた。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・前半はさっぽろ雪まつりがあったことから冬物が順
調に動いたが、例年と異なり客の購買動向に勢いがあ
り、春物に移行する後半に入っても、客の購買意欲が
続いている様子がうかがえる。

百貨店（役員） 来客数の動き ・中旬過ぎから厳しい寒さも和らぎ、気温も平年並み
にまで上がったことから、婦人衣料等の春物を求める
客が多くなり、来店客数も前年を上回った。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・食料品、衣料品の動きは同じような傾向が続いてい
るが、今月に入ってから日用品の販売量が５ポイント
程度伸びてきている。特に消耗品が好調な傾向にあ
る。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・昨年の２月は衣料品が不振であったが、今年は売上
が好調であり前年比108％と伸びている。インナー
ウェアを除いた婦人服、紳士服、服飾、子供服では前
年比120％の伸びとなっている。そのほかの部門につ
いては、住居用品が前年比100%、食品が前年比102%、
テナント入居している専門店が前年比96%となってい
る。全体では前年比100%となっており、全国ベースと
ほぼ同じレベルでの伸びとなっている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・販売量の前年比が100.5％であり、１月と比べると
わずかではあるが販売量が伸びている。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・新商品などの動きが良く、客数と買上点数は前年を
上回っている。ただし高単価商品の動きは依然として
弱く、価格の安い商品中心の動きとなっている。

家電量販店（店
員）

来客数の動き ・２月の客数は前年を上回った。客単価も前年をやや
上回った。オリンピック需要で薄型テレビなどのデジ
タル家電が健闘した。

家電量販店（地
区統括部長）

販売量の動き ・薄型テレビにおいて、より大型の商品を求めるよう
になってきている。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・来客数が減っているものの、販売量が伸びてきた。

一般レストラン
（スタッフ）

単価の動き ・さっぽろ雪まつり期間中の売上は前年を下回った
が、２月全体を通してみると、客単価が前年の102％
と好調に推移しており、売上も前年並みであった。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・来店者数は前年から20％以上の伸びとなっている。
３か月前の伸び率をも上回っており、人の動きが良く
なってきた。

観光名所（役
員）

販売量の動き ・ロープウェイの輸送人員は、月末に向けて前年比が
改善傾向にある。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・商品陳列棚の商品に対しての質問が以前よりも多く
なってきている。比較的少額の商品については即断し
て購買する傾向が出ている。

設計事務所（職
員）

お客様の様子 ・札幌市内の土地が高値で取引されていることに加え
て、民間の中型あるいは大型の土地案件における計画
作成依頼が以前より多くなっている。これらのことか
ら新年度についても着工物件が多くなり、景気は上向
いてきている。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・月間を通して来客が少ないままであり、売上に変化
がない。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・後半に入り春物の動きが良くなってきた。特に高額
商品の動きが良く、フレッシャーズ対応のスーツにも
動きが出てきている。ただし全体としては大きな変化
はみられない。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・入学、進学、新社会人への対応を２月頭から進めて
いるが、服飾雑貨、婦人服、バック類を含めて、高額
品があまり売れていない。リクルートスーツ、マザー
ニーズ等のいわゆる入卒の洋服の買上も非常に少な
い。

家計
動向
関連



百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・中旬以降、気温が平年並みを上回る日が続いたこと
で、婦人ファッション、特に春物プロパー商材が活性
化している。日別の売上をみても前年を上回る日が多
かった。ただし天気に左右された面も強く、まだ楽観
視できない状況である。

コンビニ（エリ
ア担当）

競争相手の様子 ・自社は売上回復傾向にあるが、競争相手は閉店が目
立つ状況となっている。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・商店街全体からみて大きな変化はみられない。同業
者については倒産が増えているようである。

家電量販店（店
長）

単価の動き ・買上単価が前年から大幅にダウンしている。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・販売量は前年並みではあるが、販売額が低下してい
る。

乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・前年と比べて来場数が少なく、個人消費は良くなっ
ていない。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

お客様の様子 ・灯油価格の高騰が家計を圧迫している。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・２月は地域イベントに参加しているため、食事の
ディスカウントをしており、全体的に来客数が伸びた
が、一過性のものであり、上向き傾向ではない。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・今年は積雪が多いが、中旬以降、観光客の入込が相
当増えている。ランチの時間帯は午後３時頃まで満席
が続いており、売上は前年を10％以上、上回った。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・募集団体の応募数が緩やかに減少に転じてきている
など、本州からのツアー客に陰りが見え始めている。
降雪災害に伴うものもあるが、やや停滞化している。
海外客が好調であるほか、インターネットでの予約客
も増加しつつあるが、絶対数が小さい。地元客、道内
客はさっぱりの状態である。

旅行代理店（従
業員）

単価の動き ・来店客数は少し上昇傾向にあるがばらつきが大き
く、単価が低い傾向も変わらない。

タクシー運転手 お客様の様子 ・２月は恒例のさっぽろ雪まつりが開催され、会場も
一部が北区に変更されたこともあって期待されたが、
期待されたほどの運賃収入の伸びはみられなかった。

タクシー運転手 販売量の動き ・今年の道東地方は例年と比べて暖冬傾向にあり、ま
た雪も少ないことから、タクシーを利用する人が減少
している。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・多少の景気回復感があるせいか、建築計画の引き合
いは２～３年前に比べると多くなっているが、実際の
動きにはなかなか結び付かない。今一歩のところで中
断、または中止というケースが多い。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・２月に入っても厳しい寒さが変わらず続き、雪も降
り続いたことから、特に中高年層の来街者が減少し
た。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・降雪のせいか、客の動きが非常に鈍くなっていた。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

お客様の様子 ・明らかに価格調べの来店客が増加している。目的の
商品が低価格設定の場合は買うが、そうでなければ他
を回るといった行動が増えてきた。

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・レストランの昼食については、中旬の温暖な日にビ
ジネスマンの来店がやや増えたことから前年を超えた
ものの、単価は低いままである。夕食ではトリノオリ
ンピックのテレビ放送が影響したとは言えないが、前
年の85％となった。個室の売上は前年を超えたが、全
体では前年を12％下回った。昨年、空港が開業したこ
とで利用の多かった中部地方からの観光客は減少して
いる。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・昨年、客単価を上昇させようと来客数が減ることを
前提に投資を行ったが、来客数の減り方が予想を上
回っている。

観光型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・単価は回復基調にあるが、トリノオリンピックの影
響もあり、道内への海外客及び国内ツアー客が低調に
推移しており、売上高は前年比で減少に転じている。



旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・客単価の低下と来店数の減少から２月累計での販売
額が昨年と比較して減少している。特にヨーロッパ等
のロングツアーの受注が昨年を下回っている。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・今年は雪の量が多いため、特に一戸建て住宅につい
ては建築ムードが盛り上がらない状況となっている。

悪く
なっている

家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・１月後半から売上が下降気味になっていたが、２月
に入りその傾向が顕著に現れている。こうした傾向は
業種、業態に関係なく現れているようである。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・寒さよりも吹雪の影響で客の入込が少なくなってい
る。特に飲食店街の客の入込は非常に悪く、旭川冬ま
つりもあったが前年を下回った。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・大都市圏の大型プロジェクト及びマンションブーム
に後押しされ、やや良くなっている。

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・客先から広く、受注堅調、景気向上の恩恵をやっと
道内でも受けてきたとの会話が聞こえるようになって
きた。ただし若干ではあるが業界による差は感じられ
る。

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・数か月前に比べて民間企業の設備投資が増えてきた
感じがしている。ただし年度末にかけての時期的なも
のか継続的なものかはしばらく様子見が必要である。

その他サービス
業［建設機械
リース］（営業
担当）

競争相手の様子 ・昨年の同時期よりは多少単価が上昇してきた。

変わらない 食料品製造業
（団体役員）

受注量や販売量
の動き

・限られた市場の中で、販売先の取り合いによる価格
競争での安売りが見受けられる。

輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・輸送関係は燃料の高騰が依然として響いている。先
日あった道内製油所の火災のために燃料が更に高騰し
ており、戦々恐々としている。

輸送業（支店
長）

取引先の様子 ・道内の新規建築案件は相変わらず少なく、それを道
外物件でカバーしているという構図はここ数か月変
わっていない。現在のところ、こうした構図が変わる
目途もない。

金融業（企画担
当）

それ以外 ・設備資金は幾分増加している。更新投資のほか能力
強化のための投資もみられるようになった。住宅着工
は投資用賃貸住宅が高い伸びを維持してきたが供給過
剰気味である。建設業界は公共投資の減少で厳しい。
個人消費は大雪や寒波などの影響で動きが鈍くなって
いる。灯油価格の上昇で家計の暖房費がかさんでいる
ことも影響が大きい。

広告代理店（従
業員）

取引先の様子 ・各企業とも広告費、宣伝費が昨年実績より落ち込ん
でいる傾向にある。

その他サービス
業［システムハ
ウス］（経営
者）

競争相手の様子 ・仕事が極端に減ってきている会社と忙しくて人手不
足の会社の比率が半々の感じになってきた。

その他サービス
業［建設機械
リース］（支店
長）

取引先の様子 ・年度末を控えているにもかかわらず、販売量の動き
が鈍い。また新品よりも初期投資を抑えられる中古に
走るケースが見受けられる。

やや悪く
なっている

その他非製造業
［機械卸売］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・第４四半期は第３四半期より低調との予測があった
が、予測を上回る需要の減退となった。３月末までの
需要予測は下方修正を余儀なくされている。一部造船
のみ好調で、他の金属加工分野は総じて低調に推移し
ている。

悪く
なっている

○ ○ ○

良く
なっている

－ － －

企業
動向
関連

雇用
関連



やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

雇用形態の様子 ・事務職をはじめとする一般派遣のニーズも順調に拡
大しており、企業活動の活発化による業務量の増大を
派遣にて対応しようとする傾向がみられる。家電量販
店、スーパーなどの流通業においては新商品をはじめ
とする販売拡大に向けた人員の投入を目的とした販売
スタッフの派遣ニーズが高まっている。家電販売関連
に関してはトリノオリンピックの効果も大きい。正社
員の中途採用ニーズも営業関係を中心に高まりをみせ
ている。しかしながら派遣、中途採用とも求める人材
のスキルは高く、ミスマッチも多い。また企業におけ
る人材のニーズは、現段階では圧倒的に派遣ニーズが
高い。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・徐々にではあるが正社員の求人が増加してきた。法
人に対する営業職の求人が増加してきている模様であ
る。特徴的なところでは個人投資家向けと思われるア
パート・マンションの営業職の求人、製造・機械関連
業種の求人が目を引くなど、景気好転を予感させる求
人が増えてきている。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・建設業、個人向けサービス業の活発化が目立ってき
ている。

学校［大学］
（就職担当）

求職者数の動き ・ここにきて追加募集がかなり増えている。

変わらない 求人情報誌製作
会社（編集者）

求職者数の動き ・求人広告件数は横ばいながら、求人誌の販売が微増
となっており、求職者の動きが活発化しているように
感じる。ただし飲食・販売系の決定率は今ひとつのよ
うである。

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・依然として、どの業種にも好転の兆しがみられな
い。特に中小零細土建業においては淘汰が目立ってい
る状況である。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数の減少が４か月連続している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数は増加しているものの、パート求人の割合や
派遣求人の割合も増えてきており、正社員の求人が増
加していない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数を前年と比較すると、医療福祉、卸売業
では増加したが、情報通信業では前年同月に大量求人
があった反動もあり、全体としては４ヵ月ぶりに
5.1％の減少となった。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・１月の新規求人数は前年比で16.8％と引き続き増加
となった。産業別でみると、建設業、製造業、運輸
業、卸小売業、サービス業が増加し、金融保険業が減
少となった。

やや悪く
なっている

○ ○ ○

悪く
なっている

－ － －


